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「満州国」の実態
、13年5か月余の伐偏国家

▲「五族脇机をうたった蓮田ポスター（左）と指旨に窪

てられた王運楽土大濱州百の碑（右）建国の理念として

「五族（ヨ本・満州・漢・朝鮮tモンゴル）協和」と「王道

楽土」が掲げられた机　見せかけにすぎなかった。
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一「満州乱執政粟繁粟苧苧管
辛亥革命によって1912年に遺

髪した清朝露後の皇帝，登拐
帯。19封（昭和9）年．帝政の

実施とともに皇帝に即位して

廣徳帝と称した。
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‾①貞雑事精局員に納入するか、
⑧亨靡払い込みで納入する．青色の用紙で
手数料は本人負担の「払込取扱票」を7月に、
会員の皆様に郵送いたします。
・2007年会費は、現在、会見の約2割の方
が納入済みです。これからの方は11月末日
までにお廉いいたします。

○相は博引は出刑肘柵捕7
1971年原町市が市制25周年記念で発

行した『憲法』の小冊子ですが、復刻版を

作り配布しようと、目下、「はらまち」「小
高J「鹿島」の九条の会で、話が盛り上がって

きています。大きさも、そのままがいいのか、

ちょっと拡大して発行するのがいいのか？復
刻版なら、やはりそのままの大きさか？全国で

も例のない試みかなと、なんかワクワクします。

○ありがとう三割l手書
今日6月6日、はらまち九条の会様宛で、事務局

の山崎宅に匿名のご芳志が郵送されてきました。
現金にrわずか博か叫ですがこれからの活馳こ弟
積立てくだまい。鯵弓手ち9象の合繊　無名
生jというお手紙も添えられていました。ちょう
ど6日は事務局の打ち合わせの日で、一同感
激し、心より感謝申し上げます。

ところが、同様のご芳志は小高の九条の会
事務局中里範忠様宛にも届いておりました。
共々、この；統面をもちまして、心より御礼を申
し上げる次第です。ご芳志は勿論、会の活動
資金として大切に有意義に遣わせていただき
ます。本当にありがとうございました。

元々が暗中模索、試行錯誤の事務局運営
で、会の発足以来1年半、何をやっても、どん
な行事を開催しても、ニュースを編集発行す
るたびに厳しい批判や苦情ばかりで老齢のせ
いもあり疲れておりましたが、この励ましは本
当に涙が出るほど嬉しく思います。（山崎）

O r集しい昌（うつくしいく亡）」は後ろからは「憎いし苦痛J だそうです。成る程、納得！

・手口会長TEL24－7277・山疇事搾局長TEL22－8b37・石EELTEL22－4037
・早堰TEL22－0ュZb・♯上TEL，22－7577・響蟻TEL22－0775・剛ZITEL2ト7927


